














原の基礎的研究 CTaphonomγofOpal Phytolith in the Coastal Zone 
of Japan. -Fundamental Study for the Paleovegetation Reconstruc-

































る植物珪酸体の出現頻度を比較検討した。この結果， ヨシ型，コウボウシパ型， ケカモノハシ型. ヤマア
ワ型は含角ー数が母植物の'-t=_育域内で高く，ハマニンユク型，チガヤ型は母植物牛.育峨外で高い結巣となっ
た。また， Iヨシ型j，Iコウボウシパ型，ケカモノハシ型，ヤマアワ型J，Iハマニンニク型， チガヤ型」
のI1闘で運搬されにくいことが判明した。
筆者はさらに，このような現世の母植物と植物時酸体の分布状態を化石に応用したときにどのような古
環境の復原が可能かを見極めるために，関東の3地点において縄文海進前後の堆積物中に含まれる植物詩
酸体化石の検討を行った。母植物の生育ー域内で高率に出現する植物珪献体化Dの:H現頻度を重視し，運搬
され易い植物珪般体は移動した可能性を加味して，沿岸微地形を復原した結果.関東における縄文海退期
から縄文晩期海退期までの間 (5.000年前から2.000年前〉に少なくとも 2回の沿岸植生帯の移動，すなわち
海ホ面の変化があったことを明らかにし，植物珪酸体化石による沿岸戚古植生復原の角効性を示した。
このように本論文は植物珪酸体の化石化の過程を明らかにすることによって，植物桂酸体化石による山'
植生復原の角ー効性を明らかにした。したがって，木論文は第四紀学の分野での発展に寄勺ーする成果を得て
おり，博士(理学)の学位を綬与するに値するものと審査した。
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